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律
暦
淵
源
と
河
図
洛
書

問
題
の
所
在

『
御
製
律
暦
淵
原
』
一

0
0
巻
は
、
清
朝
康
熙
帝
（
在
位
、

一
六
六
一

S
一
七
二
二
）
の
欽
定
に
な
る
科
学
宝
典
で
あ
る
。

大
き
く
三
部
に
わ
か
れ
、
（
一
）
天
文
学
と
（
二
）
音
楽
理
論

と
（
三
）
数
学
に
か
ん
す
る
当
時
の
最
高
水
準
の
理
論
や
知
識

を
網
羅
し
て
い
る
。
『
歴
象
考
成
』
四
二
巻
と
『
律
呂
正
義
』

五
巻
と
『
数
理
精
蘊
』
五
三
巻
が
そ
れ
で
あ
る
。

『
律
暦
淵
源
』
の
編
纂
は
、
聖
祖
康
煕
帝
の
欽
定
で
あ
る
以

上
、
数
理
科
学
の
振
興
を
翼
求
す
る
か
れ
自
身
の
意
志
に
強
く

依
存
し
て
い
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
編
纂
の
経
緯
は
こ

う
で
あ
る
。
（
一
）
康
煕
五
十
一
年
(
-
七
―
二
）
、
数
理
科

，
学
を
聖
祖
に
学
ん
だ
陳
厚
耀
が
師
に
あ
た
る
聖
祖
に
た
い
し
、

ー13

「
歩
算
諸
書
を
定
め
、
以
て
天
下
に
恵
む
を
請
う
」
（
院
元
『
疇

人
伝
』
巻
四
一
）
。
（
二
）
五
十
二
年
九
月
、
聖
祖
が
和
碩
誠

親
王
の
允
祉
な
ど
に
、
「
律
呂
算
法
諸
書
」
の
修
輯
を
命
じ
る
。

（
三
）
五
士
二
年
十
一
月
、
允
祉
な
ど
が
『
律
呂
正
義
』
を
進

呈
す
る
。
（
四
）
六
十
一
年
六
月
、
『
数
理
精
蘊
』
と
『
歴
象

考
成
』
が
告
成
。
（
五
）
薙
正
二
年
(
-
七
二
四
）
、
世
宗
薙

正
帝
が
三
書
を
合
編
し
刊
行
す
る
。
薙
正
帝
の
律
暦
淵
源
序
に

よ
れ
ば
、
康
煕
帝
は
そ
の
科
学
宝
典
の
完
成
に
い
た
＜
執
着
し
、

「
毎
日
」
、
詞
臣
た
ち
の
記
述
に
た
い
し
「
親
ら
改
正
を
加
え
」

て
い
た
と
い
う
。

同
書
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
欽
定
の
点
ば
か
り
で
は
な

い
。
理
路
整
然
と
し
た
書
の
構
成
も
そ
の
大
き
な
特
徴
の
一
っ

で
あ
る
。
第
一
部
の
『
歴
象
考
成
』
四
二
巻
は
、
上
編
の
「
揆

天
察
紀
」
一
六
巻
と
下
編
の
「
明
時
正
度
」
一

0
巻
と
表
の
一

六
巻
か
ら
な
り
、
ま
た
第
二
部
の
『
律
呂
正
義
』
五
巻
は
、
上

川

原

秀

城

(1) 



五三巻は、上編の「立綱明体」五巻と下編の「分条致

用」四0巻と表の八巻からなっている（表1)。三部

の構成はいずれも科学書として共通であり、上編にお

いて各学問分野の淵源や理論を説き、下編において致

用の術を記している。『歴象考成』のばあい、上編は

最初に「暦理総論」として、暦法を理解するために必

要な天文学の基礎知識（天象・地体・暦元・黄赤道・

経緯度・歳差）を説き、つぎに球面三角法を紹介し、

太陽•月・日食月食•五星•恒星にかんする理論を説明する。下編は具体的な暦計算法を記し、日跳暦法・

月離暦法・月食暦法・日食暦法・土星暦法・木星暦法・

火星暦法・金星暦法•水星暦法•恒星暦法について詳細にのべている。『律呂正義』のばあい、上編は黄鐘

にもとづく音律や音楽音響学の学説を明らかにし、「律

本を求め」ており、下編はそれにたいし、八音楽器の

規格についての説明である（注1)。『数理精蘊』も

同様であり、上編において数学の基礎理論を記し、下

編において各種算法を与えている。

ー編の「協均度曲」一巻にわかれ、第三部の『数理精蘊』

上 下 編 続編／表

歴象考成 揆天察紀 明時正度 表

律呂正義 正律審音 和声定楽 協 均 度 曲

数理 精蘊 立綱明体 分条致用 表

表 1 律暦淵源の構成

(2) 

20編の「正律審音」二巻と下編の「和声定楽」二巻と続3 
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『
律
暦
淵
源
』
は
数
理
科
学
書
と
し
て
理
路
整
然
と
し
た
構

成
を
採
用
し
、
学
術
内
容
も
か
な
り
高
度
な
レ
ベ
ル
に
到
達
し

て
い
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
け
れ
ど
も
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
数

理
の
本
源
を
神
秘
化
し
て
措
定
し
、
数
理
科
学
の
基
礎
を
易
学

や
術
数
学
に
い
わ
ゆ
る
河
図
・
洛
書
に
お
い
て
い
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『
数
理
精
蘊
』
上
編
の
「
数
理
本

原
」
篇
に
、

数
学
の
本
原
を
遡
れ
ば
、
加
減
が
河
図
か
ら
出
、
乗
除
が

洛
書
に
出
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
河
図
は
奇
数
と
偶
数

が
向
か
い
合
い
な
が
ら
、
加
減
し
て
お
り
、
そ
の
繁
術
に

窮
ま
り
が
な
い
。
洛
書
は
奇
数
偶
数
が
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
れ
、

縦
横
に
並
び
な
が
ら
、
乗
除
し
て
お
り
、
そ
の
変
通
に
滞

り
が
な
い
。
実
用
に
徴
す
れ
ば
、
天
地
の
大
き
さ
を
測
り
、

日
月
の
会
合
を
明
ら
か
に
し
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
察

し
、
昼
夜
の
長
さ
を
比
べ
る
こ
と
か
ら
、
律
呂
を
協
し
、

量
衡
を
同
じ
に
し
、
食
貨
を
通
じ
、
種
々
の
建
築
物
を
治

め
る
こ
と
ま
で
、
数
学
を
頼
み
と
し
基
礎
と
し
な
い
も
の

は
な
い
。

渕
其
本
源
、
加
減
賓
出
於
河
圃
、
乗
除
殆
出
於
洛
書
。
一

奇
一
偶
、
封
待
相
資
、
遁
加
遁
減
、
而
繁
術
不
窮
焉
。
奇

『
数
理
精
蘊
』
上
編
は
「
数
理
本
原
」
の
篇
に
始
ま
り
、
「
河

偶
各
分
、
縦
横
相
配
、
互
乗
互
除
、
而
愛
通
不
滞
焉
。
徴

其
賓
用
、
測
天
地
之
高
深
、
審
日
月
之
交
會
、
察
四
時
之

節
候
、
較
書
＿
夜
之
短
長
、
以
至
協
律
度
、
同
量
衡
、
通
食

貨
、
便
普
作
、
皆
頼
之
以
為
統
紀
焉
。

と
み
え
、
数
学
の
暦
術
や
律
呂
へ
の
応
用
に
つ
い
て
言
及
し
な

が
ら
、
加
減
乗
除
を
河
図
・
洛
書
に
も
と
づ
く
と
断
言
し
て
い

る
以
上
、
疑
問
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
。

本
稿
は
、
今
日
の
観
点
に
し
た
が
え
ば
矛
盾
な
い
し
糟
粕
と

し
か
論
定
し
よ
う
が
な
い
、
高
度
な
理
論
レ
ベ
ル
を
誇
る
精
密

科
学
書
に
お
け
る
、
河
図
・
洛
書
の
解
釈
を
直
接
の
問
題
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
清
初
の
河
図
・
洛
書
学
説
に
か
ん

す
る
思
想
史
的
分
析
に
付
随
し
て
、
当
時
の
宮
廷
の
公
式
の
暦

算
学
観
や
、
数
理
科
学
と
河
図
・
洛
書
の
共
存
を
可
能
に
し
た

文
化
的
な
い
し
思
想
的
な
背
景
に
つ
い
て
も
一
定
程
度
の
考
察

を
企
図
し
て
い
る
。

数
理
本
原
と
周
易
折
中

(3) 
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図
」
「
洛
書
」
「
周
牌
経
解
」
「
幾
何
原
本
」
「
算
法
原
本
」

と
続
い
て
い
く
が
、
そ
の
数
理
本
原
篇
の
冒
頭
を
飾
る
の
は
次

の
一
文
で
あ
る
。

上
古
の
時
代
に
、
黄
河
や
洛
水
か
ら
河
図
・
洛
書
が
出
て
、

易
の
八
卦
が
生
じ
、
洪
範
九
疇
が
叙
べ
ら
れ
た
と
い
う
が
、

数
学
も
同
様
に
そ
れ
ら
よ
り
始
ま
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

図
書
が
天
地
の
瑞
祥
に
応
じ
て
い
る
の
は
、
聖
人
の
出
現

に
よ
っ
て
初
め
て
現
れ
た
か
ら
で
あ
る
し
、
数
学
が
万
物

の
理
を
窮
め
て
い
る
の
は
、
聖
人
の
発
明
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

聰
稽
上
古
、
河
出
圃
、
洛
出
書
、
八
卦
是
生
、
九
疇
是
跛
、

数
學
亦
於
是
乎
肇
焉
。
蓋
圃
書
應
天
地
之
瑞
、
因
聖
人
而

始
出
、
数
學
窮
萬
物
之
理
、
自
聖
人
而
得
明
也
。

康
煕
帝
と
そ
の
詞
臣
た
ち
は
、
「
数
学
」
（
注
2
)
に
つ
い
て

も
易
の
八
卦
や
洪
範
九
疇
と
同
じ
く
、
河
図
と
洛
書
に
由
来
す

る
と
の
べ
て
は
ば
か
ら
な
い
。

だ
が
同
じ
篇
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
算
数
の
学
」
が
河
図
．

洛
書
に
淵
源
す
る
の
は
、
「
そ
の
本
原
を
渕
れ
ば
、
加
減
は
実

に
河
図
よ
り
出
で
、
乗
除
は
殆
ど
洛
書
よ
り
出
づ
」
る
か
ら
に

す
ぎ
な
い
。
河
図
に
お
い
て
は
数
は
「
一
奇
一
偶
、
対
待
に
相

資
り
」
な
が
ら
遁
加
遁
減
し
て
お
り
、
そ
の
繁
術
に
窮
ま
り
が

な
い
し
、
洛
書
に
お
い
て
は
「
奇
偶
各
の
分
か
れ
、
縦
横
に
相

配
し
」
つ
つ
互
乗
互
除
し
て
お
り
、
そ
の
変
通
に
滞
り
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。
前
後
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
い
え
ば
、
『
律
暦

淵
源
』
の
作
者
が
以
下
の
二
篇
に
お
い
て
河
図
と
洛
書
を
図
示

し
、
図
形
の
内
包
す
る
数
の
論
理
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
説
明
し

よ
う
と
し
た
理
由
は
、
そ
の
加
減
乗
除
に
か
ん
す
る
二
つ
の
命

題
を
正
確
に
論
証
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
、
河
図
図
と
加
減
法

河
図
篇
の
論
述
は
篇
名
の
ご
と
く
、
河
図
と
名
づ
け
ら
れ
た

図
形
な
い
し
文
様
（
図
1
)
に
始
ま
っ
て
い
る
。
河
図
図
に
続

く
の
は
、
（
一
）
『
易
』
繋
辞
上
伝
の
有
名
な
一
旬
、
「
天
一

地
二
、
天
三
地
四
、
天
五
地
六
、
天
七
地
八
、
天
九
地
十
。
天

数
五
、
地
数
五
。
五
位
相
得
て
各
の
合
う
あ
り
」
、
お
よ
び
、

（
二
）
「
朱
子
（
朱
窯
）
曰
」
の

河
図
は
五
生
数
が
五
成
数
を
統
べ
つ
つ
、
同
じ
方
位
（
四

正
の
位
）
に
並
ん
で
い
る
。

10
数
の
す
べ
て
を
掲
げ
、
そ

の
恒
常
の
側
面
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
数
の
体

(4) 
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図 1 河 図

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

河
圃
以
五
生
数
、
統
五
成
数
、
而
同
慮
其
方
。
蓋
掲
其
全

以
示
人
、
而
道
其
常
。
数
之
謄
也
。

で
あ
る
。
後
の
一
旬
は
朱
窯
の
『
易
学
啓
蒙
』
本
図
書
篇
に
み

え
る
。
そ
れ
ら
二
旬
は
い
わ
ば
全
篇
の
公
理
・
公
準
と
し
て
、

論
考
の
基
本
的
な
方
向
と
内
容
を
定
め
て
い
る
。

康
煕
帝
と
そ
の
詞
臣
た
ち
は
ま
ず
、
先
の
繋
辞
上
伝
の
語
旬

を
根
拠
と
し
て
、
数
の
加
減
が
河
図
よ
り
生
じ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
河
図
の
数
は
、
繋
辞
上
伝
の
記
載
の

順
に
一
、
二
、
三
、
四
、
五
と
、
「
遁
い
に
一
を
加
え
て
以
て
）5
 

相
生
じ
」
る
。
五
以
降
も
同
様
に
1
を
増
し
て
い
き
、
十
に
い
（

た
っ
て
「
天
地
の
数
」
を
完
備
し
、
そ
の
後
ま
た
一
に
復
帰
し

て
い
る
。
天
地
の
数
が
「
一
に
始
ま
り
、
五
に
中
し
、
十
に
終

わ
る
」
か
ら
に
は
、
数
の
加
減
は
河
図
の
図
示
す
る
と
こ
ろ
に

由
来
す
る
と
解
釈
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
。
そ
の
解
釈
は
、
康

煕
帝
御
纂
の
『
周
易
折
中
』
（
一
七
一
五
）
巻
ニ
―
の
啓
蒙
附

論
篇
に
み
え
る

大
伝
（
『
易
』
繋
辞
伝
）
に
、
天
一
地
二
、
天
三
地
四
、

天
五
地
六
、
天
七
地
八
、
天
九
地
十
と
い
う
が
、
天
地
の

数
（
河
図
の
数
）
は
み
な
、
少
数
の
一
か
ら
多
く
な
り
、
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多
を
極
め
れ
ば
ま
た
少
数
の
一
に
還
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ

そ
加
減
の
源
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
…
…
河
図
が
―
二
を
数

の
体
の
始
め
と
す
る
ゆ
え
ん
は
そ
こ
に
あ
る
。

大
偲
日
、
天
一
地
二
、
天
三
地
四
、
天
五
地
六
、
天
七
地

八
、
天
九
地
十
。
天
地
之
数
、
皆
自
少
而
多
、
多
而
復
遼

於
少
、
此
加
減
之
原
也
。
…
…
是
故
河
圃
以
―
二
為
数
之

謄
之
始
。

と
ま
っ
た
＜
等
し
い
（
河
図
加
減
之
原
節
）
。

河
図
篇
は
以
下
、
朱
照
に
も
と
づ
く
前
掲
の
「
河
図
は
五
生

数
を
以
て
五
成
数
を
統
べ
、
そ
の
方
を
同
じ
う
す
」
を
大
原
則

と
し
て
、
河
図
の
も
つ
不
可
思
議
な
意
味
を
闊
明
に
し
て
い
く
。

『
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
五
位
相
得
而
各
有
合
」
に
つ
い
て
は
、

『
易
学
啓
蒙
』
本
図
書
篇
の
解
釈
（
注
3
)
に
基
本
的
に
し
た

が
い
な
が
ら
、
「
五
行
の
序
を
以
て
位
を
定
め
」
、
「
陰
陽
相

生
の
数
」
の
諸
関
係
を
論
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
一
の
陽
数

（
奇
数
）
は
水
を
生
じ
、
北
方
に
位
置
す
る
。
地
二
の
陰
数
（
偶

数
）
は
火
を
生
じ
南
に
位
し
、
天
三
の
陽
数
は
木
を
生
じ
東
に

位
し
、
地
四
の
陰
数
は
金
を
生
じ
西
に
位
し
、
天
五
の
陽
数
は

土
を
生
じ
中
央
に
位
す
る
。
こ
れ
ら
一
・
ニ
・
三
•
四
・
五
を

五
生
数
と
い
う
。
だ
が
六
・
七
・
八
・
九
・
十
の
五
成
数
の
ば

あ
い
、
各
数

(n)
は
「
中
数
」
の
五
を
引
い
た
数

(nー

5
)

と
位
を
同
じ
く
し
、
五
行
の
配
当
を
等
し
く
す
る
も
の
の
、
数

の
陰
陽
奇
偶
が
ま
っ
た
＜
逆
で
あ
る
。
た
と
え
ば
地
六
は
、
陰

数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
陽
数
の
天
一
と
位
を
同
じ
く
し
、

五
行
の
配
当
は
依
然
と
し
て
水
に
属
し
て
い
る
（
注
4
)
。

河
図
篇
は
そ
の
ほ
か
、
陰
陽
運
行
の
序
や
奇
偶
相
得
の
数
に

つ
い
て
も
論
じ
て
止
ま
な
い
。
陰
陽
運
行
の
序
に
つ
い
て
は
、

朱
齋
が
陰
陽
奇
偶
を
区
別
せ
ず
、
東
↓
南
↓
中
↓
西
↓
北
と
い

う
、
一
律
の
転
回
を
考
え
る
（
注
5
)
の
に
た
い
し
、
河
図
篇

‘,'‘ 6
 

の
作
者
は
奇
数
が
北
一
↓
東
三
↓
南
七
↓
西
九
と
左
旋
し
、
偶

(
 

数
が
南
二
↓
西
四
↓
北
六
↓
東
八
と
時
計
回
り
に
動
く
と
と
ら

え
る
。
こ
の
解
釈
は
『
周
易
折
中
』
巻
一
九
の
啓
蒙
上
篇
に
引

く
明
の
呉
日
慎
の
説
と
同
じ
で
あ
る
。
呉
日
慎
は
こ
う
の
べ
て

い
る
。

（
陽
気
）
は
北
に
始
ま
り
、
西
に
終
わ
る
。
一
三
は
陽

が
ま
だ
微
で
あ
る
た
め
内
に
お
り
、
七
九
は
陽
が
盛
ん
で

あ
る
た
め
外
に
つ
く
。
…
…
陰
（
陰
気
）
は
南
に
始
ま
り
、

東
に
終
わ
る
。
二
四
は
陰
が
な
お
微
で
あ
る
ゆ
え
内
に
お

り
、
六
八
は
陰
が
盛
ん
で
あ
る
ゆ
え
外
に
立
っ
て
い
る
。

陽
始
北
而
終
西
。
一
三
陽
尚
微
故
居
内
、
七
九
陽
盛
而
著
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於
外
也
。
…
…
陰
始
南
而
終
東
。
二
四
陰
尚
微
故
居
内
、

六
八
陰
盛
而
凝
於
外
也
。

な
お
『
周
易
折
中
』
巻
一
九
と
巻
二

0
は
易
学
啓
蒙
の
解
説
で

あ
り
、
大
字
の
啓
蒙
の
全
文
に
小
字
の
集
説
と
案
文
を
加
え
た

構
成
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
奇
偶
相
得
の
数
と
は
、
『
周

易
折
中
』
巻
ニ
―
の
啓
蒙
附
論
篇
に
い
わ
ゆ
る
合
数
の
こ
と
で

あ
る
。
奇
数
と
偶
数
が
中
数
の
五
を
介
し
て
、
「
相
得
て
各
の

合
う
有
る
」
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
一
と
六
、
二
と
七
、
三
と

八
、
四
と
九
、
五
と
十
が
そ
れ
で
あ
る
（
注
6
)
。

河
図
篇
は
つ
ぎ
に
、
部
薙
の
「
円
は
河
図
の
数
な
り
」
と
「
暦

紀
の
数
、
其
れ
こ
れ
に
肇
ま
る
」
を
引
き
、
河
図
が
「
そ
の
全

を
掲
げ
て
以
て
人
に
示
し
、
そ
の
常
を
道
う
」
（
朱
照
の
本
図

書
篇
）
こ
と
を
説
明
し
、
最
後
に
「
河
図
は
、
あ
に
天
地
自
然

生
成
の
数
に
あ
ら
ざ
る
か
」
と
、
そ
れ
が
「
数
の
体
」
で
あ
る

こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
し
、
同
篇
の
論
考
を
終
え
て
い
る
。

二
、
洛
書
図
と
乗
除
法

『
数
理
精
蘊
』
上
巻
の
洛
書
篇
は
、
洛
書
図
（
図
2
)
に
始

ま
り
、
「
洛
書
の
数
」
に
か
ん
す
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
説
明

°Y 

／
 

．
 ~

虔
+ 

゜
も

図 2 洛書

(7) 
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が
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。
そ
の
一
文
は

洛
書
の
数
は
、
九
を
戴
き
一
を
履
み
、
三
を
左
し
七
を
右

し
、
二
四
を
肩
と
為
し
、
八
六
を
足
と
為
し
、
五
、
そ
の

中
に
居
る
。

洛
書
之
数
、
戴
九
履
一
、
左
三
右
七
、
二
四
為
肩
、
八
六

為
足
、
五
居
其
中
。

で
あ
る
。
朱
齋
撰
『
周
易
本
義
』
巻
頭
の
洛
書
図
の
説
明
に
ほ

ぼ
同
文
が
み
え
る
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
上
文
が
朱
熙
に
直
接
も

と
づ
く
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
（
注
7
)
。
洛
書
の
基
本
構

造
に
つ
い
て
の
言
及
に
続
い
て
は
、
「
朱
子
謂
」
と
し
て
『
易

学
啓
蒙
』
本
図
書
篇
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
引
用
の
個

所
は
先
の
「
河
図
以
五
生
数
統
五
成
数
」
の
セ
ン
テ
ン
ス
に
続

く
一
節
で
あ
る
。

洛
書
は
五
奇
数
が
五
偶
数
を
統
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
方
位

に
位
置
し
て
い
る
。
陽
数
（
奇
数
）
が
陰
数
（
偶
数
）
を

治
め
、
そ
こ
に
変
化
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
こ

そ
数
の
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
洛
書
）
以
五
奇
数
、
統
五
偶
数
、
而
各
居
其
所
。
蓋
主

於
陽
以
統
陰
、
而
肇
其
愛
。
数
之
用
也
。

こ
の
一
節
は
河
図
篇
と
同
じ
く
、
洛
書
篇
の
考
察
の
方
向
を
根

底
か
ら
規
定
し
て
い
る
。

康
煕
帝
と
そ
の
詞
臣
た
ち
が
す
べ
て
に
先
ん
じ
て
証
明
し
よ

う
と
し
た
の
は
、
「
洛
書
は
、
数
の
源
な
り
。
乗
除
の
生
ず
る

所
以
な
り
」
と
い
う
数
神
秘
主
義
的
な
い
し
数
学
基
礎
論
的
な

命
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
れ
ら
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
そ
の
テ

ー
ゼ
を
証
明
す
べ
き
理
由
は
「
数
学
は
多
し
と
い
え
ど
も
、
乗

除
、
こ
れ
を
尽
く
す
」
（
部
薙
）
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
乗

除
に
か
ん
す
る
命
題
が
成
立
す
る
理
論
的
な
根
拠
は
、
『
易
』

説
卦
伝
に
「
参
天
両
地
而
椅
数
」
と
み
え
、
天
数
が
三
を
も
っ

て
展
開
し
、
地
数
が
二
を
も
っ
て
展
開
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
釘（

 

る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
説
卦
伝
に
よ
れ
ば
、
三
は
天
数

に
あ
た
り
、
二
は
地
数
に
あ
た
る
。
天
地
は
相
合
っ
て
万
物
を

扶
育
す
る
が
、
「
一
は
太
極
の
体
」
で
あ
る
た
め
、
自
ら
展
開

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
数
」
が
二
と
三
に
椅
っ
て
起
こ
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
。
だ
が
三
の
累
乗
は
3
,
9
,
2
7
,
 8
1
,
 2
4
3
 ,
…
と

展
開
し
、
二
は
2
,
4
,
8

、1
6
,
3
2

、
…
と
展
開
し
て
い
く
が
、
成

数

(10)
を
去
り
余
数
を
残
せ
ば
、
洛
書
の
四
正
に
位
置
す
る

三
・
九
・
七
•
一
と
、
四
維
に
位
置
す
る
二
•
四
•
八
•
六
の

み
が
残
り
、
そ
れ
ら
基
数
は
2
と
3
の
等
比
数
列
を
構
成
し
て

い
る
。
か
れ
ら
『
数
理
精
蘊
』
の
作
者
が
洛
書
を
も
っ
て
「
乗
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除
の
本
原
」
と
論
定
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
乗

除
の
本
源
を
洛
書
に
お
く
べ
し
と
い
う
術
数
学
的
な
命
題
が
、

明
白
な
形
を
と
っ
て
提
示
さ
れ
た
の
は
、
『
周
易
折
中
』
巻
二

一
の
啓
蒙
附
論
篇
に
み
え
る

ま
た
大
伝
（
『
易
』
説
卦
伝
）
に
、
参
天
両
地
に
し
て
数

を
椅
す
と
い
う
。
天
数
は
三
を
も
っ
て
自
ら
展
開
し
、
地

数
は
二
を
も
っ
て
自
ら
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
が
乗
除
の

源
で
あ
る
。
…
…
洛
書
が
三
二
を
数
の
用
の
始
め
と
す
る

ゆ
え
ん
は
そ
こ
に
あ
る
。

又
（
大
偲
）
日
、
参
天
雨
地
而
椅
数
。
天
数
以
三
行
、
地

数
以
二
行
、
此
乗
除
之
原
也
。
…
…
洛
書
以
三
二
為
数
之

用
之
始
。

が
最
初
で
あ
る
が
、
洛
書
に
お
け
る
数
の
等
比
的
展
開
に
つ
い

て
は
、
同
書
巻
一
九
の
啓
蒙
上
篇
の
集
説
に
引
く
宋
の
趙
汝
楳

の
説
に数

の
体
（
本
体
）
が
乱
れ
な
く
立
っ
て
も
、
変
化
し
な
け

れ
ば
、
そ
の
展
開
は
あ
り
え
な
い
。
洛
書
の
陽
数
が
三
を

も
っ
て
左
行
し
、
陰
数
が
二
を
も
っ
て
右
行
す
る
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
。
陽
数
の
ば
あ
い
、
一
を
3
倍
し
て
三
と

な
り
、
三
が
東
に
位
置
す
る
。
三
を
3
倍
し
て
九
と
な
り
、

九
が
南
に
位
す
る
。
九
を
3
倍
し
て
二
十
七
と
な
り
、
七

が
西
に
位
す
る
。
二
十
七
を
3
倍
し
て
八
十
一
と
な
り
、

一
が
ふ
た
た
ぴ
北
に
復
帰
す
る
。
そ
の
ま
ま
累
乗
し
億
兆

に
い
た
る
も
、
余
数
の
位
に
変
化
は
な
い
。
一
方
、
陰
数

の
ば
あ
い
、
二
を
2
倍
し
て
四
と
な
り
、
四
が
東
南
に
位

置
す
る
。
四
を
2
倍
し
て
八
と
な
り
、
八
が
東
北
に
位
す

る
。
八
を
2
倍
し
て
十
六
と
な
り
、
六
が
西
北
に
位
す
る
。

十
六
を
2
倍
し
て
三
十
二
と
な
り
、
二
が
ま
た
西
南
に
居

る
。
そ
の
こ
と
は
億
兆
に
い
た
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
八

位
が
定
ま
り
、
五
が
中
央
に
居
て
、
数
の
用
が
完
成
す
る
）

，
 

の
で
あ
る
。
聖
人
の
い
わ
ゆ
る
参
伍
以
て
変
じ
、
そ
の
数
(

を
錯
綜
す
と
は
、
そ
の
類
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

慨
立
癸
、
不
愛
則
数
不
行
。
故
陽
以
三
左
行
、
陰
以
二
右

行
。
三
其
―
為
三
而
居
東
、
三
其
三
為
九
而
居
南
、
三
其

九
為
二
十
七
而
七
居
西
、
三
其
二
十
七
為
八
十
一
而
一
復

居
北
、
等
而
上
之
、
至
於
億
兆
、
其
餘
数
之
位
皆
然
。
ニ

其
二
為
四
而
居
東
南
、
二
其
四
為
八
而
居
東
北
、
二
其
八

為
十
六
而
六
居
西
北
、
二
其
十
六
為
三
十
二
而
二
復
居
西

南
、
上
而
億
兆
亦
然
。
八
位
既
列
、
五
俯
居
中
、
而
数
之

用
以
通
。
聖
人
所
謂
参
伍
以
愛
、
錯
綜
其
数
者
、
此
其
類
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也。

と
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
乗
除
説
が
趙
汝
楳
に
由
来
す
る

こ
と
は
ま
っ
た
く
疑
え
な
い
。
趙
汝
楳
の
文
章
は
出
所
が
『
易

雅
』
図
書
釈
第
一
八
で
あ
る
。

洛
書
篇
は
そ
の
ほ
か
、
「
乗
除
の
数
」
の
運
行
や
序
列
に
つ

い
て
も
論
じ
て
い
る
。
同
篇
の
作
者
は
い
う
。
天
数
の
三
は
「
東

方
発
生
の
地
に
始
ま
り
」
（
注
8
)
、
東
三
↓
南
九
↓
西
七
↓

北
一
と
展
開
し
て
い
く
が
、
そ
の
「
三
を
以
て
参
す
る
」
左
旋

は
、
「
天
道
の
左
行
」
に
対
応
す
る
。
ま
た
地
数
の
二
は
「
西

南
二
陰
始
生
の
地
に
立
ち
」
（
注
9
)
、
西
南
二
↓
東
南
四
↓

東
北
八
↓
西
北
六
と
展
開
し
て
い
く
が
、
そ
の
「
二
を
以
て
こ

れ
を
両
す
る
」
右
旋
は
、
「
地
道
の
右
行
」
に
呼
応
し
て
い
る
。

天
道
の
左
行
・
地
道
の
右
行
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
天
球
の
西
↓
東

の
運
動
・
地
球
の
東
↓
西
の
自
転
の
こ
と
を
意
味
し
、
中
国
天

道
説
の
常
套
旬
で
あ
る
。
だ
が
洛
書
の
左
行
右
行
に
つ
い
て
は
、

『
周
易
折
中
』
巻
一
九
の
啓
蒙
上
篇
に
上
と
同
様
な
学
説
が
み

え
て
い
る
。
宋
の
飽
雲
龍
『
天
原
発
微
』
左
右
篇
か
ら
の
引
用

文
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
う
い
う
。

洛
書
の
変
数
よ
り
推
せ
ば
、
陽
数
は
三
を
も
っ
て
左
行
す

る
。
天
円
は
径
1
周

3
(
m
"3
)

か
ら
な
り
、
三
が
天

数
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
一
は
北
に
あ
る
。
一
を
3
倍

し
て
、
三
が
東
に
位
置
す
る
。
三
を
3
倍
し
て
九
と
な
り
、

南
に
い
る
。
九
を
3
倍
し
、
三
九
二
十
七
、
七
が
西
に
い

る
。
二
十
七
を
3
倍
し
て
八
十
一
と
な
り
、
一
が
ま
た
北

に
復
帰
す
る
。
陽
数
は
北
か
ら
東
、
東
か
ら
南
、
南
か
ら

西
、
西
か
ら
北
へ
と
巡
り
、
循
環
し
て
止
ま
な
い
。
そ
こ

に
は
天
道
左
旋
の
義
と
符
合
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
方
、

地
方
は
径
1
周
4
か
ら
な
り
、
地
数
の
二
を
2
倍
し
た
値

に
等
し
い
。
陰
数
は
、
地
数
が
二
に
起
こ
る
た
め
、
そ
れ

を
と
っ
て
自
ら
の
始
め
と
し
、
西
南
に
位
し
、
そ
こ
よ
り

右
行
す
る
。
二
を
2
倍
し
て
四
と
な
り
、
東
南
に
い
る
。

四
を
2
倍
し
て
八
と
な
り
、
東
北
に
位
す
る
。
八
を
2
倍

し
て
十
六
と
な
り
、
西
北
に
い
る
。
十
六
を
2
倍
し
て
三

十
二
と
な
り
、
二
が
ま
た
西
南
の
本
位
に
復
帰
す
る
。
陰

数
は
西
南
か
ら
東
南
、
東
南
か
ら
東
北
、
東
北
か
ら
西
北

と
進
み
、
西
北
か
ら
ま
た
西
南
に
還
る
。
こ
れ
ま
た
循
環

し
て
窮
ま
り
な
い
。
そ
こ
に
は
地
道
右
行
の
説
と
一
致
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
三
九
七
の
陽
数
は
四
正
の
位
に
お

り
、
二
四
八
六
の
陰
数
は
四
隅
に
位
置
し
て
い
る
。
左
右

の
旋
転
は
、
相
互
に
経
緯
を
な
し
て
い
る
が
、
造
化
の
妙

(10) 
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は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
で
あ
る
。

以
洛
書
愛
数
推
之
、
陽
以
三
左
行
。
天
園
、
樫
一
園
三
、

三
天
数
也
。
一
在
北
、
一
而
三
之
、
三
在
東
、
三
其
三
為

九
、
而
居
南
、
九
而
三
之
、
三
九
二
十
七
、
而
居
西
、
三

其
二
十
七
、
為
八
十
一
、
而
一
復
居
於
北
。
北
而
東
、
東

而
南
、
南
而
西
、
西
而
復
北
、
循
環
不
窮
、
有
以
符
天
道

左
旋
之
義
。
地
方
、
樫
一
圃
四
、
雨
其
二
也
。
蓋
以
地
上

之
数
起
於
二
、
而
陰
資
以
為
始
、
位
在
西
南
而
右
行
。
ニ

而
二
之
為
四
、
而
居
東
南
、
二
而
四
之
為
八
、
而
居
東
北
、

二
其
八
為
十
六
、
而
居
西
北
、
二
其
十
六
為
三
十
二
、
ニ

復
居
西
南
本
位
。
西
南
而
東
南
、
東
南
而
東
北
、
東
北
而

西
北
、
西
北
而
復
西
南
、
亦
循
環
不
窮
、
有
以
協
地
道
右

行
之
説
。
一
三
九
七
、
陽
居
四
正
、
二
四
八
六
、
陰
居
四

隅
。
左
右
旋
縛
、
相
為
経
緯
、
造
化
之
妙
如
此
。

天
数
地
数
の
右
行
左
行
の
始
ま
る
数
と
位
は
洛
書
篇
と
異
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

洛
書
篇
は
つ
ぎ
に
、
斜
直
の
対
待
、
す
な
わ
ち
―
と
九
、
ニ

と
八
、
三
と
七
、
四
と
六
な
ど
の
関
係
に
つ
い
て
の
べ
、
「
斜

直
四
園
、
み
な
十
五
を
得
。
こ
れ
を
合
わ
す
れ
ば
、
四
十
有
五

を
得
。
九
五
の
数
た
り
」
と
、
洛
書
が
魔
法
陣
を
な
し
て
い
る

こ
と
を
い
う
。
最
後
に
、
「
乗
除
の
本
原
、
洛
書
よ
り
生
ず
」

と
の
べ
、
そ
の
一
旬
に
よ
っ
て
同
篇
の
数
の
考
察
を
総
括
し
て

い
る
。

数
学
と
道
学

『
数
理
精
蘊
』
の
数
理
本
原
篇
•
河
図
篇
・
洛
書
篇
は
、
加

減
乗
除
の
起
源
を
河
図
と
洛
書
に
お
き
、
綺
算
に
よ
っ
て
河
図

洛
書
の
理
を
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
数
学
の
図
書
起
源
説
は
、

0

暦
術
や
律
呂
が
数
の
実
質
的
な
展
開
で
あ
る
（
注
10)
以
上
、
（

『
律
暦
淵
原
』
総
体
の
論
理
的
基
調
を
覆
っ
て
余
り
あ
る
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
一
方
、
同
じ
篇
の
論
述
は
、
『
周
易
折
中
』

巻
一
九
の
啓
蒙
上
篇
や
巻
ニ
―
の
啓
蒙
附
論
篇
の
河
図
洛
書
観

と
内
容
的
に
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
『
周
易
折
中
』

の
学
説
は
朱
窯
撰
の
『
周
易
本
義
』
や
『
易
学
啓
蒙
』
の
易
解

釈
を
基
本
と
し
て
お
り
、
朱
子
易
学
の
新
た
な
展
開
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
節
に
お
い
て
は
以
下
少
し
ば
か
り
、

（
一
）
暦
算
学
の
図
書
起
源
説
や
（
二
）
『
律
暦
淵
原
』
と
朱

子
学
の
関
係
に
つ
い
て
、
文
化
的
な
背
景
や
思
想
的
な
影
響
な



一
、
数
理
科
学
の
河
図
洛
書
起
源
説

今
日
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
み
れ
ば
、
河
図
洛
書
を
加
減
乗
除
の

源
と
す
る
上
記
の
命
題
は
論
理
的
に
未
熟
で
あ
り
、
偽
な
る
命

題
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
特
殊
な
命
題
の
存
在
自
体
が

一
面
に
お
い
て
、
清
朝
初
期
の
知
識
人
の
―
つ
の
知
的
傾
向
や

ア
・
プ
リ
オ
リ
な
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

総
じ
て
中
国
の
科
学
者
な
い
し
数
学
者
に
は
、
古
来
よ
り
、

易
学
や
陰
陽
学
な
ど
術
数
学
的
性
格
の
強
い
学
問
を
好
む
者
が

き
わ
め
て
多
い
。
代
表
的
な
例
を
あ
げ
れ
ば
、
張
衡
、
祖
沖
之
、

李
淳
風
、
一
行
、
沈
括
、
李
冶
、
秦
九
詔
、
楊
輝
な
ど
は
そ
う

し
た
性
癖
を
顕
著
に
も
っ
て
い
る
。
清
朝
初
期
の
科
学
者
の
ば

あ
い
も
、
そ
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
た
と
え
ば
梅

文
鼎
は
家
学
が
易
学
で
あ
り
、
自
ら
「
先
後
天
八
卦
位
次
辮
」

な
ど
易
学
の
専
門
論
文
も
書
い
て
い
る
（
注
11)
。
黄
宗
義
は

『
大
統
暦
法
辮
』
の
著
者
と
し
て
よ
り
、
『
易
学
象
数
論
』
の

著
者
と
し
て
名
高
い
。
李
光
地
に
は
『
周
易
通
論
』
『
周
易
観

象
』
な
ど
易
学
の
研
究
書
が
あ
る
。
恵
棟
の
父
、
恵
士
奇
は
易

30

ど
を
考
え
て
み
た
い
。

3
 

ー

学
の
大
家
で
あ
る
が
、
暦
算
学
の
専
門
書
『
交
食
挙
隅
』

き
「
金
銭
食
」
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
易
学
と
暦
算
学
の

関
係
は
、
思
い
の
ほ
か
深
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
暦
算
学
な
い
し
数
学
が
易
学
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て

い
た
の
で
あ
れ
ば
、
易
学
の
発
展
や
変
化
に
と
も
な
っ
て
そ
の

学
的
位
置
づ
け
が
変
化
を
来
す
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
が
、
宋
代
以
降
の
数
学
書
に
お
け
る

河
図
洛
書
の
過
度
の
重
視
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
南
宋
の
秦
九
詔

は
『
数
書
九
章
』
自
序
(
―
二
四
七
）
中
、
「
河
図
洛
書
、
秘

‘,＇‘ 2
 

奥
を
閏
漿
し
、
八
卦
九
疇
、
精
微
を
錯
綜
す
」
な
ど
と
の
べ
、

「
数
と
道
、
二
本
に
非
」
ざ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
楊
輝
の
『
続
（

古
摘
奇
算
法
』
(
―
二
七
五
）
は
、
巻
頭
に
河
図
図
と
洛
書
図

を
載
せ
、
縦
横
図
（
腐
法
陣
）
に
か
ん
す
る
研
究
を
展
開
す
る
。

莫
若
は
朱
世
傑
『
四
元
玉
鑑
』
に
た
い
し
序
を
著
し
(
-
三
〇

三
）
、
「
自
然
而
然
」
な
る
数
の
起
源
に
つ
い
て
「
河
洛
図
書
、

そ
の
秘
を
泄
ら
し
、
黄
帝
九
章
、
こ
れ
が
書
を
著
す
」
と
の
ベ

て
い
る
。
明
の
呉
敬
は
『
九
章
算
法
比
類
大
全
』
自
序
(
-
四

五
O
)
に
お
い
て
、
「
図
書
、
河
洛
よ
り
出
で
、
大
術
五
十
有

五
の
数
あ
り
。
聖
人
、
こ
れ
を
以
て
変
化
を
成
し
、
鬼
神
を
行

う
」
云
々
と
い
う
。
程
大
位
の
『
直
指
算
法
統
宗
』
(
-
五
九
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二
）
は
書
の
冒
頭
、
「
数
は
何
よ
り
肇
ま
る
か
。
そ
の
肇
ま
る

や
図
書
よ
り
す
る
か
」
と
の
べ
、
続
け
て
河
図
図
と
洛
書
図
を

描
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
河
図
・
洛
書
を
重
視
す
る
視
点
や
態
度

は
、
宋
以
前
の
数
学
書
に
は
み
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る
（
注
12)
。

だ
が
清
以
前
の
数
学
者
の
ば
あ
い
、
河
図
・
洛
書
を
重
視
す
る

と
は
い
っ
て
も
、
い
ず
れ
の
言
及
も
せ
い
ぜ
い
河
図
・
洛
書
を

数
の
起
源
と
い
う
に
止
ま
り
、
い
ま
だ
具
体
的
に
、
河
洛
二
図

を
も
っ
て
数
学
な
い
し
加
減
乗
除
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
な
ど
と

は
考
え
て
い
な
い
。

わ
た
し
の
知
る
か
ぎ
り
、
河
図
・
洛
書
に
た
い
し
数
学
の
起

源
と
と
ら
え
て
具
体
的
な
考
察
を
展
開
し
た
の
は
、
康
煕
帝
御

纂
の
『
周
易
折
中
』
啓
蒙
附
論
篇
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
周
易

折
中
凡
例
に
は
、

朕
は
講
学
の
暇
、
歴
象
九
象
の
奥
旨
に
心
を
遊
ば
せ
る
こ

と
、
多
年
に
わ
た
り
、
淡
然
と
し
て
そ
れ
ら
の
学
問
が
易

道
の
範
囲
を
出
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。
そ
こ
で
河
図
洛
書

の
本
原
・
先
天
後
天
卦
の
配
置
か
ら
大
術
推
仰
の
法
に
い

た
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
図
を
え
が
き
い
さ
さ
か

分
析
し
、
そ
の
意
味
を
敷
術
す
る
こ
と
を
試
み
、
啓
蒙
篇

の
後
に
つ
け
、
啓
蒙
附
論
篇
と
命
名
し
た
。

朕
講
學
之
外
、
於
歴
象
九
章
之
奥
、
遊
心
有
年
、
涙
然
知

其
不
出
易
道
。
故
自
河
洛
本
原
、
先
後
天
位
置
、
以
至
大

術
推
迎
之
法
、
皆
梢
為
黎
書
＿
分
析
、
敷
暢
厭
旨
、
附
於
啓

蒙
之
後
、
目
日
啓
蒙
附
論
。

と
み
え
る
。
康
煕
帝
は
文
中
、
「
歴
象
九
章
」
の
学
を
称
し
て

「
易
道
を
出
で
ず
」
と
い
い
、
数
学
や
数
理
科
学
の
学
術
上
の

地
位
を
易
学
の
応
用
の
位
置
に
引
き
下
ろ
し
て
い
る
。
易
道
自

体
が
河
図
洛
書
に
淵
源
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
一
旬
が

数
学
の
河
図
洛
書
起
源
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も

な
い
。『

周
易
折
中
』
啓
蒙
附
論
篇
が
説
明
し
た
の
は
、
わ
ず
か
河

図
洛
書
が
加
減
乗
除
の
本
源
で
あ
る
と
い
う
点
ば
か
り
で
は
な

い
。
河
図
の
10
数
の
和
に
あ
た
る
「
大
術
の
数
」
の
55
を
「
円

方
の
原
」
や
「
旬
股
の
原
」
な
ど
と
し
、
円
周
率
（
密
率
）
の

値
2
2
/
7

や
三
平
方
の
定
理
を
導
き
出
す
の
み
な
ら
ず
、
易
解

釈
に
生
じ
る
諸
数
を
も
っ
て
暦
定
数
を
位
置
づ
け
（
大
術
迎
日

推
策
法
）
、
乾
策
坤
策
の
数
に
よ
っ
て
薄
明
継
続
時
間
に
か
か

わ
る
地
平
線
下
の
度
数
18
度
を
説
明
し
て
い
る
。
薄
明
を
示
す

18
度
は
『
歴
象
考
成
』
巻
四
の
曖
影
刻
分
節
に
も
み
え
、
か
な

り
正
確
な
値
で
あ
る
。
ま
た
「
成
卦
の
理
」
な
る
概
念
を
も
ち

(13) 
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だ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
パ
ス
カ
ル
の
三
角
形
に
つ
い
て
も
説
明

を
加
え
て
い
る
（
加
倍
変
法
）
。
諸
暦
算
法
の
図
書
起
源
を
説

明
す
る
論
理
自
体
は
ど
れ
も
た
わ
い
も
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

多
く
の
数
理
科
学
の
命
題
に
た
い
し
説
明
を
試
み
た
点
に
は
い

さ
さ
か
驚
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

『
周
易
折
中
』
の
数
学
や
数
理
科
学
の
図
書
起
源
説
は
、
欽

定
な
ど
の
故
を
も
っ
て
多
方
面
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
が
、
そ

の
最
大
の
影
響
と
い
え
ば
、
純
粋
の
科
学
書
で
あ
る
『
律
暦
淵

源
』
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
。
数
学
の
図
書
起
源
説
は
『
律
暦

淵
源
』
に
お
い
て
は
、
神
秘
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
深
く
つ
つ
ま
れ
た

河
図
洛
書
が
数
理
科
学
の
存
在
基
盤
な
い
し
理
論
基
礎
を
定
め
、

全
体
の
学
説
を
統
べ
、
そ
の
発
展
の
方
向
を
根
本
か
ら
規
定
す

る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
清
代
の
数
理
科
学
の
学
術
上

の
基
礎
は
、
論
理
を
こ
よ
な
く
重
ん
じ
る
公
理
系
で
は
な
く
、

直
感
的
か
つ
フ
レ
キ
シ
プ
ル
な
二
組
の
数
群
な
い
し
平
面
図
形

に
お
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
康
煕
帝
が
数
学
の
図
書
起
源
説
を
採
用
し
て
『
律
暦

淵
源
』
の
理
論
構
造
を
完
成
さ
せ
た
原
因
の
―
つ
は
、
自
ら
の

信
奉
す
る
西
洋
科
学
の
中
国
起
源
説
（
注
13)
と
調
和
を
は
か

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
も
こ
れ
ま
た
間
違
い
な
い
。

の
河
図
篇
・

か
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
た
ち
が
西
洋
科
学
の
「
自
る
所

を
詢
」
わ
れ
、
「
み
な
中
土
よ
り
流
伝
す
る
所
に
本
づ
く
と
い

う
」
と
み
え
、

上
古
の
聖
王
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
欽
明
な
る
亮
帝
や
濡

哲
な
る
舜
帝
が
、
歴
象
を
も
っ
て
時
を
授
け
、
閏
余
に
よ

っ
て
歳
を
定
め
、
埓
磯
玉
衡
（
天
文
儀
器
）
を
も
っ
て
七

政
（
日
月
五
星
）
を
と
と
の
え
た
が
、
推
歩
の
学
（
数
理

天
文
学
）
が
そ
れ
よ
り
優
れ
て
い
た
と
き
は
な
い
。
夏
殷

周
三
代
の
盛
時
に
な
る
と
、
聖
王
の
名
声
教
化
は
四
方
に

お
よ
び
、
四
方
の
人
々
は
通
訳
を
か
さ
ね
そ
の
学
を
仰
望

し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
海
外
に
流
伝
し
た
推
歩

学
の
書
籍
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
周
末
に
は
、
疇

人
（
天
文
暦
算
学
の
専
門
官
）
の
子
弟
が
官
職
を
失
い
各

地
に
分
散
し
た
。
つ
い
で
秦
火
を
へ
て
、
中
原
の
典
籍
は

多
く
失
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
海
外
の
支
流
は
そ
の
真
伝
を

な
く
さ
ず
、
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
た
。
こ
れ
が
西
学
（
西

洋
科
学
）
に
本
原
が
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

嚇
稽
古
聖
、
尭
之
欽
明
、
舜
之
溶
哲
、
暦
象
授
時
、
閏
餘

定
歳
、
埓
磯
玉
衡
、
以
斉
七
政
。
推
歩
之
學
、
執
大
於
是
。

(14) 
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至
於
三
代
盛
時
、
聟
教
四
屹
、
重
繹
向
風
、
則
書
籍
流
偲

於
海
外
者
、
殆
不
一
癸
。
周
末
、
疇
人
子
弟
、
失
官
分
散
。

嗣
経
秦
火
、
中
原
之
典
章
、
既
多
鋏
侠
、
而
海
外
之
支
流
、

反
得
真
偲
。
此
西
學
之
所
以
有
本
也
。

な
ど
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
数
学
の
図
書
起
源
説

と
西
洋
科
学
の
中
国
起
源
説
が
、
自
説
の
無
矛
盾
性
を
追
求
し

理
論
的
強
化
を
は
た
す
べ
く
、
論
理
上
た
が
い
に
依
存
し
あ
い
、

学
説
上
二
つ
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
書
の
構
成
が
そ

の
事
実
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
河
図
洛
書
を
重
ん
じ
る
数
神
秘
主
義
思
想
が
、
数

理
科
学
の
徹
底
的
な
論
理
性
の
追
求
に
た
い
し
、
き
わ
め
て
重

い
負
の
進
産
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
当
然
な
が
ら
疑
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
だ
が
同
時
に
、
数
の
内
包
す
る
神
秘
性
や
整
合
性

へ
の
理
性
を
超
え
た
確
信
が
、
数
理
科
学
の
発
展
に
た
い
し
、
い

く
ぶ
ん
か
寄
与
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
注

14)
。
最
大
の
実
例
は
ほ
か
な
ら
ぬ
『
御
製
律
暦
淵
源
』
で
あ

る
が
、
別
の
事
例
と
し
て
、
康
煕
帝
御
製
の
『
音
韻
闘
微
』
（
一

七
一
五
奉
勅
撰
、
二
六
告
成
）
の
音
韻
シ
ス
テ
ム
を
あ
げ
る
こ

と
も
で
き
る
。
同
書
の
音
韻
シ
ス
テ
ム
は
等
韻
理
論
な
ど
に
顕

現
す
る
数
的
整
合
性
追
求
の
原
理
に
も
と
づ
い
て
、
古
来
の
中

国
語
の
反
切
表
記
法
に
修
正
を
加
え
、
表
記
の
体
例
を
大
き
く

簡
略
化
し
、
ま
た
満
州
語
の
表
音
法
（
満
書
十
二
字
頭
）
と
の

理
論
的
一
致
を
は
か
り
、
自
国
語
の
相
対
化
な
い
し
音
韻
分
類

の
音
声
学
化
を
通
し
て
、
中
国
語
の
音
韻
体
系
の
理
論
的
整
備

を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
革
命
的
な
反
切
法
の
ば

あ
い
、
結
果
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
（
注
15)
が
、
上
の
字
母

に
た
い
し
て
は
単
に
支
•
微
•
魚
・
虞
・
歌
・
麻
韻
の
字
の
み

を
使
い
、
下
の
韻
母
に
た
い
し
て
は
わ
ず
か
影
母
（
清
音
）
と

喩
母
（
濁
音
）
の
二
母
の
文
字
の
み
を
使
う
と
し
て
お
り
、
煩

瑣
な
古
来
の
方
法
に
比
し
て
き
わ
め
て
先
進
的
な
試
み
で
あ
っ

た
こ
と
に
疑
問
を
さ
し
は
さ
む
余
地
は
な
い
。
『
音
韻
閾
微
』

の
作
者
は
民
族
主
義
的
な
傾
向
が
強
い
中
国
に
お
い
て
、
民
族

の
文
化
伝
統
の
枠
を
こ
え
て
漢
語
の
音
韻
理
論
を
拡
張
す
る
こ

と
を
試
み
て
お
り
、
失
敗
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
独
創
性
や
先

進
性
に
つ
い
て
は
間
違
い
な
く
第
一
級
に
数
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
数
の
整
合
性
は
、
数
神
秘
主
義
者
や
そ
の
シ
ン
パ
サ
イ
ザ

ー
に
と
っ
て
、
時
代
や
民
族
を
こ
え
揺
る
ぎ
な
く
存
在
し
た
の

で
あ
る
。二

、
康
煕
帝
と
朱
子
学

(15) 
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『
数
理
精
蘊
』
河
図
洛
書
篇
と
『
周
易
折
中
』
の
内
容
的
一

致
は
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
、
か
な
り
多
岐
に
わ
た
り
、
偶
然

の
一
致
の
域
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
る
が
、
そ
の
一
致
の
直
接

の
理
由
は
い
た
っ
て
単
純
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
二
書
の
編
纂
の
ば
あ
い
、
（
一
）
い
ず
れ
も

康
煕
帝
の
欽
定
に
な
り
、
（
二
）
康
煕
帝
の
命
じ
た
編
者
の
顔

ぶ
れ
が
ほ
と
ん
ど
等
し
く
、
（
三
）
同
じ
編
者
グ
ル
ー
プ
が
各

書
の
限
界
を
こ
え
て
―
つ
の
高
次
の
目
標
を
追
求
し
て
い
た
か

ら
に
す
ぎ
な
い
。

ま
ず
康
煕
帝
の
欽
定
の
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
聖
祖
自
身

が
二
書
に
た
い
し
「
親
ら
改
正
を
加
え
」
（
御
製
律
暦
淵
源
序
）
、

「
片
字
一
画
、
艇
酌
怠
る
な
き
」
（
御
製
周
易
折
中
序
）
こ
と

は
、
序
の
記
載
を
信
じ
る
か
ぎ
り
疑
え
な
い
。
絶
対
的
な
権
力

を
有
す
る
皇
帝
が
、
書
物
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
事
細
か
に
指

示
し
、
自
ら
の
意
指
を
授
け
て
い
た
か
ら
に
は
、
た
と
え
そ
の

意
指
が
恣
意
に
す
ぎ
た
に
し
ろ
、
か
れ
自
身
の
思
惑
が
他
の
編

者
の
思
想
な
い
し
哲
学
に
先
ん
じ
て
、
書
物
の
限
界
を
こ
え
内

容
の
こ
こ
か
し
こ
に
現
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
ま
っ
た
＜
否
定
し
よ
う
が
な
い
。
ま
た
第
二
の
点

に
つ
い
て
も
検
証
は
容
易
で
あ
る
。
二
書
の
奉
旨
諸
臣
職
名
表

に
よ
れ
ば
、
『
周
易
折
中
』
の
編
纂
（
一
七
一
三

S
一
五
）
は
、

「
総
裁
」
が
李
光
地
で
あ
り
、
「
御
前
校
対
」
が
魏
廷
珍
•
何

国
宗
・
梅
骰
成
・
王
蘭
生
な
ど
か
ら
な
り
、
ま
た
『
律
暦
淵
原
』

の
編
纂
(
-
七
一
三

S
二
ニ
）
は
、
「
承
旨
纂
修
」
が
允
禄
と

允
祉
で
あ
り
、
「
彙
編
」
が
何
国
宗
と
梅
骰
成
、
「
分
校
」

が
魏
廷
珍
•
王
蘭
生
・
方
包
か
ら
な
っ
て
い
る
。
何
国
宗
・
梅

穀
成
・
魏
廷
珍
•
王
蘭
生
の
四
人
が
、
二
書
の
編
纂
の
い
ず
れ

に
も
参
画
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
編
纂
に
関
わ
っ
た
中
心

メ
ン
バ
ー
が
共
通
で
あ
る
か
ら
に
は
、
少
な
く
と
も
二
書
の
理

論
な
い
し
論
調
の
基
本
的
な
一
致
は
避
け
ら
れ
な
い
。

康
煕
帝
の
欽
定
で
あ
る
以
上
、
か
れ
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
二
書
の
成
立
に
か
ん
し
、
決
定
的
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
こ

と
は
自
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
李
光
地
(
-
六
四
二

S
一
七
一

八
）
の
学
術
上
の
影
響
も
、
低
く
見
積
も
っ
て
は
な
ら
な
い
（
注

16)
。
『
清
史
稿
』
巻
二
九
0
は
、
魏
廷
珍
と
王
蘭
生
が
「
（
李
）

光
地
の
門
よ
り
出
づ
」
る
こ
と
や
、
方
包
と
「
光
地
の
誼
、
師

友
の
間
に
在
」
る
こ
と
な
ど
を
の
べ
て
い
る
し
、
ま
た
院
元
の

『
疇
人
伝
』
巻
―
―
八
は
、
梅
骰
成
の
祖
父
の
梅
文
鼎
が
「
李
文

貞
公
（
李
光
地
）
の
薦
め
を
以
て
、
聖
祖
皇
帝
特
達
の
知
を
受

(16) 
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け
」
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
注
17)
。
二
書
の
編
纂
は
総
じ

て
、
李
光
地
ス
ク
ー
ル
の
構
成
員
と
、
か
れ
ら
と
関
係
の
浅
か

ら
ざ
る
者
た
ち
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
上
記
の
李
光
地
ス
ク
ー
ル
の
学
者
た
ち
が
康
熙
帝
の
命

を
う
け
て
編
纂
し
た
の
は
、
単
に
上
記
の
二
書
に
止
ま
ら
な
い
。

代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
『
御
纂
朱
子
全
書
』
六
六
巻
（
一

七
一
三
）
や
『
御
製
性
理
精
義
』
―
二
巻
（
一
七
一
七
）
や
『
御

定
星
暦
考
原
』
六
巻
(
-
七
一
三
）
や
『
御
定
音
韻
間
微
』
一

八
巻
（
一
七
一
五
奉
勅
撰
）
な
ど
も
そ
う
で
あ
る
。
李
光
地
の

欽
定
書
の
編
纂
中
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
の
は
、
性
理
学
書
の

ジ
ャ
ン
ル
に
入
る
『
朱
子
全
書
』
と
『
周
易
折
中
』
と
『
性
理

精
義
』
の
編
纂
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
が
、
そ
れ
ら
性
理
学
書

に
つ
い
て
も
、
『
律
暦
淵
原
』
編
纂
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

何
国
宗
•
梅
骰
成
・
魏
廷
珍
が
均
し
く
「
御
前
校
対
」
に
与
り
、

性
理
学
理
論
の
編
纂
整
備
を
最
終
的
に
統
括
し
て
い
た
こ
と
は
、

各
書
の
奉
旨
諸
臣
職
名
表
が
逐
一
記
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

一
書
の
内
容
が
他
書
と
リ
ン
ク
し
、
た
が
い
に
同
じ
で
あ
る
事

実
か
ら
推
せ
ば
、
康
煕
帝
や
李
光
地
た
ち
が
度
重
な
る
書
籍
の

編
纂
を
通
じ
て
推
進
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
単
な
る
数
理
科
学

の
振
興
で
は
な
く
、
広
く
性
理
学
の
推
奨
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

事
実
、
康
煕
帝
が
晩
年
、
性
理
学
な
い
し
朱
子
学
に
傾
注
し

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
自
身
も
御
製
朱
子
全
書

序
に
お
い
て
、
自
ら
の
学
問
の
遍
歴
を
の
べ
、
康
煕
四
十
五
年

（
一
七
0
六
）
頃
、
「
ま
さ
に
宋
儒
の
実
据
を
得
」
と
か
、
「
読

書
五
十
載
、
た
だ
朱
子
一
生
の
作
す
所
、
何
事
か
を
認
得
す
る

の
み
」
な
ど
と
述
懐
し
て
い
る
。
一
方
、
道
学
者
と
し
て
名
高
い

李
光
地
が
文
淵
閣
大
学
士
を
拝
し
た
の
は
康
煕
四
十
四
年
（
一

七
0
五
）
で
あ
り
、
ま
さ
に
康
煕
帝
が
「
心
を
理
学
に
潜
め
」

始
め
て
い
た
頃
に
あ
た
っ
て
い
る
。
『
清
史
稿
』
巻
二
九
0
の

論
に
よ
れ
ば
、
康
熙
帝
は
李
光
地
を
得
て
、
道
学
に
も
と
づ
く

自
ら
の
文
教
政
策
を
積
極
的
に
押
し
進
め
、
「
朱
子
の
学
を
以

て
天
下
に
偶
え
」
、
性
理
諸
書
を
参
訂
し
、
そ
の
結
果
、
「
承

学
の
士
、
聞
き
て
興
起
し
」
、
朱
子
学
が
「
一
時
の
盛
を
な
す
」

に
い
た
っ
た
と
い
う
。
康
煕
帝
が
李
光
地
の
死
に
際
し
て
、
「
李

光
地
、
謹
慎
清
勤
、
終
始
節
を
一
に
し
、
学
問
淵
博
な
り
。
朕

こ
れ
を
知
る
こ
と
最
も
真
、
朕
を
知
る
こ
と
ま
た
光
地
に
過
ぐ

る
者
な
し
」
と
諭
し
た
（
『
清
史
稿
』
本
伝
）
の
は
、
そ
の
文

教
政
策
上
の
二
者
の
緊
密
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

べ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(17) 
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だ
が
思
想
の
巨
大
な
流
れ
か
ら
い
え
ば
、
康
煕
帝
や
李
光
地

グ
ル
ー
プ
の
性
理
学
は
性
格
と
し
て
や
や
特
殊
な
と
こ
ろ
が
あ

り
、
独
自
の
理
論
や
固
有
の
学
的
傾
向
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も

否
め
な
い
。
康
煕
帝
は
性
理
精
義
序
に
お
い
て
自
書
の
特
徴
に

言
及
し
、
「
図
象
律
暦
性
命
理
気
の
源
に
至
っ
て
は
、
前
人
の

い
ま
だ
暢
発
せ
ざ
る
所
の
者
な
り
。
朕
ま
た
時
に
己
の
意
を
以

て
そ
の
間
を
折
中
し
、
名
づ
け
て
性
理
精
義
と
い
う
」
云
々
と

の
べ
て
い
る
。
康
煕
帝
の
胸
中
を
付
度
す
れ
ば
、
自
ら
の
奉
じ

る
性
理
学
に
は
斬
新
な
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
く
、
そ
の
斬
新
性

は
「
図
象
律
暦
性
命
理
気
の
源
」
の
分
析
に
お
い
て
も
っ
と
も

顕
著
で
あ
る
、
と
自
負
し
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
（
注
18)
。

一
方
、
李
光
地
の
学
問
に
つ
い
て
は
、
全
祖
望
が
「
た
だ
律
呂

暦
算
音
韻
、
頗
る
得
る
あ
る
を
称
す
る
の
み
。
そ
の
余
は
ま
た

道
う
に
足
ら
ず
。
而
し
て
綺
算
を
以
て
図
書
を
言
う
は
、
則
ち

支
離
の
甚
だ
し
き
者
な
り
。
互
体
を
言
う
は
さ
ら
に
謬
り
、
古

法
と
合
わ
ず
」
云
々
と
の
べ
て
い
る
（
『
結
埼
亭
集
』
外
編
巻

四
四
、
答
諸
生
問
椿
村
学
術
帖
子
）
。
全
祖
望
に
よ
れ
ば
、
李

光
地
の
経
術
は
律
呂
暦
算
音
韻
に
や
や
評
価
に
値
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
総
体
と
し
て
は
曲
学
阿
世
の
偽
道
学
に

す
ぎ
な
い
（
注
19)
。
評
価
は
正
反
対
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
い

ず
れ
の
言
及
も
欽
定
の
性
理
学
が
図
学
や
数
学
を
と
り
わ
け
重

視
し
た
こ
と
を
の
べ
て
お
り
、
部
康
節
や
朱
熙
の
象
数
学
の
強

い
影
響
が
欽
定
書
の
こ
こ
か
し
こ
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。だ

が
先
に
分
析
し
た
ご
と
く
、
康
熙
帝
を
頂
く
李
光
地
の
ス

ク
ー
ル
が
朱
子
学
を
天
下
に
唱
え
、
そ
の
理
念
の
追
求
を
己
の

義
務
と
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
『
律
暦
淵
源
』

に
つ
い
て
も
同
じ
性
格
を
も
つ
と
論
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
実
、
『
数
理
精
蘊
』
の
数
理
本
原
篇
は
、
「
算
数
之
学
、
実

に
格
物
致
知
の
要
務
な
り
」
と
明
記
し
て
い
る
。
格
物
致
知
が

朱
子
学
の
重
要
な
テ
ー
ゼ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
上
記
命
題
が

き
わ
め
て
一
般
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『
律
暦

淵
源
』
が
朱
子
学
を
前
提
と
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
自
ら
の
思
想

環
境
の
設
定
を
し
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
薙
正
帝

の
御
製
律
暦
淵
源
序
に
も
、
「
そ
れ
理
と
数
、
符
を
合
わ
せ
て

離
れ
ず
。
そ
の
数
を
得
れ
ば
則
ち
理
、
こ
れ
を
外
れ
ず
。
こ
れ

図
書
の
易
範
の
先
を
開
く
ゆ
え
ん
な
り
」
と
あ
る
。
『
数
理
精

蘊
』
の
河
図
・
洛
書
篇
の
内
容
や
論
理
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
図

書
学
自
体
が
朱
子
学
と
親
和
的
で
あ
り
、
い
た
っ
て
性
理
学
的

な
傾
向
が
強
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

(18) 
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『
律
呂
正
義
』
続
編
は
十
七
•
十
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
楽
律
理
論
を
中
国
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
川
原
「
『
律
呂
正
義
』
続
編
に
つ

い
て
|
|
西
洋
音
楽
の
東
瀬
＇
~
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』

日
号
、
一
九
九
O
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2

数
学
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
用
法

に
か
な
り
近
い
。

ー
注 以

上
の
諸
分
析
か
ら
論
断
す
れ
ば
、
康
煕
帝
や
李
光
地
な
ど

の
一
連
の
数
理
科
学
を
嗜
好
す
る
道
学
者
に
と
っ
て
格
物
致
知

の
学
と
は
、
単
な
る
性
命
理
気
の
学
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、

律
呂
•
音
韻
・
暦
算
学
な
ど
を
重
要
な
構
成
要
素
と
す
る
学
術

の
こ
と
で
あ
り
、
自
然
科
学
を
自
ら
の
内
に
含
む
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
か
れ
ら
の
強
く
確
信
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

性
理
学
自
体
が
「
格
物
究
理
」
を
直
接
の
目
的
と
す
る
以
上
、

人
文
学
的
な
分
析
に
加
え
て
自
然
学
的
な
考
察
も
欠
く
こ
と
が

で
き
ず
、
自
然
科
学
な
し
に
は
そ
の
存
在
も
許
さ
れ
な
い
の
で

あ
る
。

3

本
図
書
篇
に
は
こ
う
あ
る
。
「
陽
数
奇
、
故
一
三
五
七
九

皆
属
乎
天
、
所
謂
天
数
五
也
。
陰
数
偶
、
故
二
四
六
八
十
皆

属
乎
地
、
所
謂
地
数
五
也
。
天
数
地
数
、
各
以
類
而
相
求
、

所
謂
五
位
之
相
得
者
然
也
。
天
以
一
生
水
而
地
以
六
成
之
、

地
以
二
生
火
而
天
以
七
成
之
、
天
以
三
生
木
而
地
以
八
成
之
、

地
以
四
生
金
而
天
以
九
成
之
、
天
以
五
生
土
而
地
以
十
成
之
。

此
又
其
所
謂
各
有
合
焉
者
也
」
。

4

河
図
に
お
け
る
数
と
位
の
麒
語
、
す
な
わ
ち
陽
数
の
一
が

北
（
陰
位
）
に
位
し
、
陰
数
の
二
が
南
（
陽
位
）
に
位
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
河
図
篇
の
作
者
は
部
薙
『
皇
極
経
世
』

観
物
外
篇
上
の
「
天
之
陽
在
南
而
陰
在
北
、
地
之
陰
在
南
而

陽
在
北
」
を
引
き
な
が
ら
、
「
五
行
質
具
於
地
」
以
上
、
五

行
に
準
拠
す
る
方
位
は
部
薙
の
説
を
も
っ
て
、
一
般
（
天
）

の
陰
陽
で
は
な
く
地
の
陰
陽
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
一
応
の
説
明
な
い
し
解
答
を
与
え
て
い
る
。

5

朱
子
は
本
図
書
篇
に
お
い
て
、
「
位
運
行
之
次
言
之
、
則

始
東
次
南
次
中
次
西
次
北
、
左
旋
一
周
而
又
始
於
東
也
」
と

の
べ
て
い
る
。

6

河
図
篇
に
は
明
言
が
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
2
数
は
5

を
法
と
し
て
た
が
い
に
合
同
で
あ
る
か
ら
、
「
合
数
を
以
て

(19) 
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共
に
一
数
に
乗
ず
れ
ば
、
得
る
所
の
数
は
必
ず
同
じ
」
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
（
『
周
易
折
中
』
啓
蒙
附
論
篇
）
。

7

『
数
術
紀
遺
』
の
頸
鸞
注
に
も
「
九
宮
者
、
即
二
四
為
肩
、

六
八
為
足
、
左
三
右
七
、
戴
九
履
一
、
五
居
中
央
」
と
み
え

る
が
、
こ
の
書
は
当
時
逸
書
で
あ
り
、
洛
書
篇
の
作
者
た
ち

が
そ
の
記
載
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら

れ
な
い
。

8

東
方
が
万
物
発
生
の
地
で
あ
る
の
は
、
『
易
』
説
卦
伝
に

「
帝
出
乎
震
。

．．．
 
万
物
出
乎
震
、
震
東
方
也
」
と
み
え
る
か

ら
で
あ
る
。

9

西
南
を
称
し
て
二
陰
の
初
め
て
生
じ
る
地
な
ど
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
十
二
消
息
卦
に
お
い
て
西
南
は
遂
卦
に

あ
た
り
、
遂
卦
は
下
2
交
が
陰
交
、
上
4
交
が
陽
交
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

10

薙
正
帝
の
律
暦
淵
源
序
に
も
、
「
斉
七
政
正
五
音
、
而
必

通
乎
九
章
之
義
」
と
あ
る
。

11

梅
文
鼎
の
易
学
に
つ
い
て
は
、
張
永
堂
『
明
末
清
初
理
学

与
科
学
関
係
再
論
』
（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
九
四
）
を
参

照。
12

趙
君
卿
の
『
周
僻
算
経
注
』
に
は
、
河
図
洛
書
の
字
旬
は

『
数
理
精
蘊
』
周
僻
経
解
篇
と
異
な
る
と
こ
ろ

み
え
な
い
。

で
あ
る
。

13

西
洋
科
学
の
中
国
起
源
説
に
つ
い
て
は
、
劉
鈍
の
「
清
初

暦
算
大
師
梅
文
鼎
」
（
『
自
然
弁
証
法
通
訊
』
、
一
九
八
六

年
一
期
）
に
教
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
同
説
の
思

想
界
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
川
原
「
戴
震
と
西
洋
暦
算
学
」

（
『
中
国
思
想
史
研
究
』
―
二
号
、
一
九
八
九
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

14

梅
文
鼎
も
河
図
洛
書
を
信
じ
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

『
績
学
堂
詩
紗
』
巻
三
の
奇
祝
少
司
馬
李
厚
庵
五
十
の
詩
に

お
い
て
、
「
易
象
肇
河
洛
・
理
数
相
為
根
。
京
焦
拙
輔
嗣
、

授
受
勘
専
門
。
卓
榮
宋
諸
子
、
図
学
承
淵
源
」
な
ど
と
歌
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
張
永
堂
前
掲
書
（
注
11)
頁
一
五
九

参
照
。

15

羅
常
培
『
漢
語
音
韻
学
導
論
』
（
香
港
太
平
書
局
、
一
九

七
O
)
の
頁
九
六
は
、
「
例
外
多
於
原
則
、
足
徴
其
法
之
不

適
用
癸
」
と
の
べ
て
い
る
。

16

康
熙
帝
晩
年
の
文
教
政
策
に
つ
い
て
は
、
李
光
地
が
文
淵

閣
大
学
士
（
在
職
、
一
七
0
五
S
一
八
）
と
し
て
も
っ
と
も

深
く
関
与
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(20) 
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17

梅
文
鼎
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
劉
鈍
前
掲
論
文
（
注
13)

や
李
迪
•
郭
世
栄
編
著
『
清
代
著
名
天
文
数
学
家
梅
文
鼎
』

（
上
海
科
学
技
術
文
献
出
版
社
、
一
九
八
八
）
を
参
照
。

18

『
周
易
折
中
』
の
啓
蒙
附
論
篇
の
総
説
に
も
、
「
蓋
所
以

見
図
書
為
天
地
之
文
章
、
立
卦
生
蓄
為
聖
神
之
制
作
、
萬
理

於
是
乎
根
本
、
萬
法
於
是
乎
権
輿
」
と
あ
る
。

19

方
包
は
『
方
望
渓
先
生
全
集
』
外
文
巻
六
の
「
安
渓
李
相

国
逸
事
」
に
お
い
て
、
命
の
恩
人
た
る
李
光
地
に
た
い
し
必

死
に
弁
護
を
試
み
て
い
る
。

(21) 


